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アメリカ大統領選を控え、米中対立が激化している。

香港の「一国二制度」を無効化した習近平政権は

独自のイデオロギーと「豊かさ」で攻勢をかけ、

コロナ禍に揺れる自由主義的な国際秩序に挑戦する。

アメリカもまた、さまざまな政策手段を用いて

中国の体制に揺さぶりをかける。

世界は「新冷戦」に向かうのか。

FOCUS

先鋭化する
米中対立



99

戦闘能力が高められたとされる中国人民
解放軍海軍。創設 70 周年を記念した
国際観艦式で（新華社／アフロ）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
す
る
な
か
、
米
中
対
立
は

深
ま
っ
て
い
る
。
世
界
の
社
会
経
済
を
襲
う
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
前

に
、
地
政
学
的
な
対
立
を
乗
り
越
え
た
国
際
協
調
へ
の
期
待
も
あ
っ

た
。
し
か
し
現
実
に
は
、
過
去
数
年
に
わ
た
っ
て
悪
化
し
て
き
た
関

係
で
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
ほ
ど
に
両
政
府
は
互
い
を
批
判
し
、
挑
発

し
合
っ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
こ
れ
ま
で
対
中
政
策
を
強
硬
な
も

の
と
し
て
き
た
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
貿
易
戦
争
」
だ
け
で
は
な
い
。

国
家
安
全
保
障
戦
略
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
）、
二
〇
一
九
年
度
国

防
授
権
法
（
一
八
年
八
月
）、ペ
ン
ス
副
大
統
領
演
説
（
同
年
一
〇
月
）

に
象
徴
的
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
中
国
の
国
内
外
に
お
け
る
強
権
化

を
問
題
視
し
、
輸
出
管
理
や
直
接
投
資
規
制
な
ど
政
策
手
段
を
法
制

化
に
よ
っ
て
増
や
し
、
政
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
対
応
を
試
み
よ
う

と
し
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
貿
易
赤
字
の
解
消
で
は
な
く
、
ア
メ

リ
カ
の
覇
権
を
守
る
た
め
の
「
競
争
」
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
。

　

再
選
を
何
よ
り
も
重
要
視
す
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
貿
易
協
議

東
京
大
学
准
教
授

佐
橋 

亮

ア
メ
リ
カ
の
対
中
強
硬
政
策
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
よ
る

「
取
引
の
一
環
」
を
超
え
て
、
本
格
的
な
も
の
に
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
は
政
権
幹
部
た
ち
の
対
中
姿
勢
を
硬
化
さ
せ
、

政
界
・
社
会
全
体
に
大
き
く
不
信
感
が
広
が
っ
て
い
る
。

「
戦
略
的
競
争
時
代
」
を
ど
う
秩
序
立
て
る
か
。

さ
は
し　

り
ょ
う　

国
際
基
督
教
大
学
卒
。
東

京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
、博
士
（
法
学
）。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
博
士
研
究
員
、
神

奈
川
大
学
教
授
な
ど
を
経
て
二
〇
一
九
年
よ
り
現

職
。
専
攻
は
国
際
政
治
学
。
著
書
に
『
共
存
の

模
索 

ア
メ
リ
カ
と
「
二
つ
の
中
国
」
の
冷
戦
史
』、

『
冷
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
秩
序
』（
編
）
な
ど
。

不
信
深
め
る
ア
メ
リ
カ
の
対
中
姿
勢
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を
通
じ
て
穀
物
購
入
を
含
め
有
利
な
取
引
条
件
を
中
国
政
府
か
ら
引

き
出
そ
う
と
動
き
、
競
争
を
重
視
す
る
官
僚
や
軍
と
異
な
る
存
在
で
あ

り
続
け
た
。
取
引
を
重
ん
じ
る
大
統
領
に
と
っ
て
、
中
国
と
の
競
争

も
人
権
問
題
も
大
き
な
意
味
を
持
た
な
い
と
見
ら
れ
て
き
た
が
、
最

近
出
版
さ
れ
た
ボ
ル
ト
ン
前
大
統
領
補
佐
官
に
よ
る
回
顧
録
も
こ
れ

を
裏
づ
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
貿
易
戦
争
が
米
中
関
係
を
さ
ん
ざ
ん
に
揺
さ
ぶ
る
な
か

で
、
中
国
と
の
関
係
性
そ
の
も
の
を
見
直
す
政
治
的
な
勢
い
が
生
ま

れ
、
中
国
と
の
戦
略
的
な
競
争
が
ワ
シ
ン
ト
ン
の
中
心
的
な
話
題
に

押
し
上
げ
ら
れ
る
。
中
国
に
対
す
る
警
戒
心
や
問
題
意
識
は
過
去

一
〇
年
近
く
た
め
込
ま
れ
て
き
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
期
せ
ず

し
て
、「
水
門
を
開
く
」
役
割
を
果
た
し
た
と
言
え
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
は
過
去
二
年
以
上
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
て
き

た
こ
と
だ
が
、
こ
の
数
ヵ
月
に
お
い
て
米
中
対
立
は
再
び
大
き
な
転

機
を
迎
え
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
で
は
三
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
わ
る
中
国
政
府
の
対
応
ぶ
り
へ
の
批
判
が
本

格
化
し
、
政
策
面
で
も
中
国
と
の
社
会
経
済
関
係
の
再
編
に
つ
な
が

る
よ
う
な
内
容
を
次
々
に
打
ち
出
し
て
い
る
。

　

そ
の
背
景
と
し
て
、
責
任
転
嫁
説
は
一
定
の
説
得
力
を
持
つ
。
大

統
領
選
挙
を
控
え
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
陣
営
が
、
政
権
の
失
策
と

も
い
え
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
責
任
を
転
嫁
す
る

よ
う
に
、
中
国
批
判
を
高
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
だ
が
、
筆
者

の
見
立
て
で
は
、
米
政
界
、
さ
ら
に
は
米
社
会
全
体
に
中
国
へ
の
不

信
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
、
い
わ
ば
相
乗
効
果
を
作
り
出
し
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
も
中
国
へ
の
信
頼
が
高
か
っ
た
と
は
い

え
ず
、
近
年
も
習
近
平
政
権
に
よ
る
強
権
的
な
国
内
統
治
、
対
外
圧

力
の
あ
り
方
が
信
頼
を
傷
つ
け
て
き
た
。
し
か
し
、
中
国
政
府
の
一

連
の
コ
ロ
ナ
対
応
は
こ
の
流
れ
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
。

　

貿
易
協
議
の
第
一
段
階
合
意
は
、
少
な
く
と
も
形
式
的
に
は
い
ま

だ
に
維
持
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
へ
の
大
統
領
の
意
欲
を
感
じ
さ
せ
る

言
動
も
あ
る
。
だ
が
、
中
国
へ
の
不
信
と
、
そ
れ
の
米
国
内
政
治
へ

の
反
映
が
厳
し
い
対
中
姿
勢
の
原
動
力
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、

信
頼
の
再
構
築
が
容
易
で
な
い
以
上
、
見
通
し
を
厳
し
い
も
の
に
し

て
い
る
。

　

中
国
政
府
も
、
少
な
く
と
も
昨
年
か
ら
米
国
と
の
関
係
悪
化
を
前

提
に
動
き
始
め
て
い
た
が
、
現
在
は
、
い
っ
そ
う
厳
し
い
情
勢
認
識

を
前
に
、
対
立
を
織
り
込
ん
だ
政
策
を
展
開
し
て
い
る
。
米
中
対
立
が

恒
常
化
し
た
世
界
は
、
す
で
に
現
実
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
発
生
後
の
対
中
姿
勢

①
対
中
不
信
と
政
治
体
制
批
判

　

コ
ロ
ナ
後
の
米
中
対
立
は
、
ま
ず
舌
戦
か
ら
始
ま
っ
た
。
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一
月
ま
で
は
貿
易
協
議
の
第
一
段
階
合
意
に
よ
り
対
中
姿
勢
の
緩

和
が
観
察
で
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
後
の
中
国
経
済
減
速
を
論
じ
た
ラ
ッ

セ
ル
・
ミ
ー
ド
教
授
の
コ
ラ
ム
（
二
月
三
日
付
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー

ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
）を
問
題
視
し
た
中
国
政
府
が
複
数
の
米
メ
デ
ィ

ア
の
特
派
員
を
大
陸
か
ら
追
放
す
る
と
、
米
政
府
も
中
国
政
府
系
メ

デ
ィ
ア
へ
の
査
証
発
給
数
を
削
減
し
て
応
じ
た
。

　

二
月
に
起
き
た
こ
の
事
態
を
前
哨
戦
と
し
て
、
三
月
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
「
発
生
源
」
を
め
ぐ
っ
て
批
難
の
応
酬
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
。
米
政
界
で
は
ウ
イ
ル
ス
が
武
漢
の
軍
事
研
究
施
設
か
ら

流
出
し
た
と
い
う
一
部
報
道
の
内
容
が
広
が
り
、
国
務
長
官
ら
政
権

高
官
が
中
国
政
府
の
初
期
対
応
や
透
明
性
の
欠
如
を
批
判
す
る
だ
け

で
な
く
、
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
源
を
調
査
す
べ
き
と
の
議
論
を
展
開
し

始
め
た
。
対
抗
す
る
か
の
よ
う
に
中
国
外
交
部
報
道
官
も
米
軍
流
出

説
を
展
開
す
る
。

　

三
月
半
ば
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
「
中
国
ウ
イ
ル
ス
」
と
会
見
で

言
及
し
た
こ
と
で
、
両
国
の
舌
戦
は
い
っ
そ
う
熱
を
帯
び
た
。
さ
ら

に
二
〇
二
〇
大
統
領
選
挙
を
控
え
た
ト
ラ
ン
プ
選
挙
陣
営
は
、
中
国

と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
材
料
に
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
制
作
し
た

が
、
そ
れ
は
民
主
党
の
バ
イ
デ
ン
候
補
と
中
国
と
の
親
密
な
関
係
を

揶
揄
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

や
が
て
米
政
府
幹
部
は
発
生
源
の
追
及
を
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
さ
せ
た

が
、
そ
の
後
も
大
統
領
や
ポ
ン
ペ
オ
国
務
長
官
は
厳
し
い
口
調
で
中

国
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。
六
月
に
ア
リ
ゾ
ナ
州
で
行
わ
れ
た
オ
ブ

ラ
イ
エ
ン
大
統
領
補
佐
官
の
講
演
も
、
中
国
に
よ
る
政
治
工
作
や
情

報
窃
取
に
強
い
警
戒
心
を
示
し
た
。

　

次
席
国
家
安
全
保
障
担
当
大
統
領
補
佐
官
の
ポ
ッ
テ
ィ
ン
ジ
ャ
ー

氏
に
よ
る
対
中
姿
勢
が
い
っ
そ
う
厳
し
さ
を
増
し
た
こ
と
は
一
つ
の

背
景
を
窺
わ
せ
る
。
同
氏
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足
直
前
よ
り
ア
ジ
ア

政
策
立
案
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
が
、
実
務
的
で
あ
り
、
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
対
中
批
判
論
と
一
線
を
画
し
て
き
た
と
言
わ
れ

た
。
だ
が
、
中
国
政
府
の
コ
ロ
ナ
対
応
が
事
実
を
隠
蔽
し
、
中
国
の

国
内
政
治
事
情
に
よ
っ
て
世
界
へ
の
被
害
を
増
大
さ
せ
た
と
の
認
識

か
ら
対
中
不
信
を
深
め
、
そ
れ
を
躊
躇
な
く
政
策
立
案
や
自
身
の
演

説
に
反
映
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

中
国
か
ら
の
渡
航
禁
止
措
置
で
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
内
部
の
慎
重
論

と
争
い
、
中
国
政
府
系
メ
デ
ィ
ア
の
査
証
制
限
を
主
導
し
、
そ
し
て

情
報
機
関
に
は
発
生
源
に
つ
い
て
調
査
を
再
三
求
め
た
、
と
い
わ
れ

る
。
さ
ら
に
五
月
に
は
、
五
・
四
運
動
に
関
連
し
た
演
説
、
中
華
民

国
総
統
就
任
式
に
合
わ
せ
た
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
二
つ
を
通
じ

て
、
台
湾
の
民
主
化
を
推
奨
す
る
か
の
よ
う
な
内
容
を
中
国
語
で
展

開
し
た
。

　

政
策
形
成
の
鍵
を
握
る
同
氏
の
よ
う
な
人
物
の
中
国
政
府
批
判
は
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一
例
に
す
ぎ
な
い
。
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
て
中
国
の
政
治
体
制
へ
の
不

信
を
ス
ト
レ
ー
ト
な
表
現
で
表
す
雰
囲
気
が
、
ア
メ
リ
カ
に
定
着
し

つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
す
で
に
多
数
報
道
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
こ
で
は

数
字
を
挙
げ
な
い
が
、世
論
調
査
で
は
中
国
へ
の
好
感
度
は
下
が
り
、

中
国
を
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
へ
の
深
刻
な
挑
戦
と
み
な
す
傾
向
が

強
ま
っ
て
い
る
。

②
人
権
に
か
か
わ
る
争
点

　

米
政
界
に
お
け
る
中
国
共
産
党
統
治
へ
の
違
和
感
が
増
す
な
か

で
、
少
数
民
族
の
人
権
を
め
ぐ
る
議
論
も
、
い
っ
そ
う
活
発
な
も
の

と
な
っ
た
。

　

た
し
か
に
、
過
去
数
年
に
わ
た
っ
て
対
中
強
硬
派
の
共
和
党
議
員

も
推
進
者
と
な
っ
て
「
信
教
の
自
由
」
を
守
ろ
う
と
す
る
動
き
が
増

え
て
き
た
。
政
府
も
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
お
い
て
市
民
の
監

視
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
昨
秋
に
二
八
の
中
国
企
業
・
団
体

を
輸
出
管
理
の
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
リ
ス
ト
（
Ｅ
Ｌ
）
に
加
え
て
い
る
。

二
〇
年
五
月
に
な
さ
れ
た
三
つ
の
出
来
事
は
こ
の
延
長
線
上
に
あ
る

が
、
わ
ず
か
一
ヵ
月
の
間
に
集
中
し
て
起
き
て
い
る
。

　

第
一
に
、
人
権
侵
害
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
し
て
九
企
業
・
団
体

が
Ｅ
Ｌ
に
掲
載
さ
れ
た
。
第
二
に
、
政
府
機
関
に
あ
た
る
「
信
教
の

自
由
委
員
会
」
の
六
名
の
委
員
の
一
人
と
し
て
、
ウ
イ
グ
ル
系
弁

護
士
が
ペ
ロ
シ
下
院
議
長
の
推
挙
に
よ
っ
て
就
任
し
た
。
第
三
に
、

二
〇
二
〇
年
ウ
イ
グ
ル
人
権
法
案
が
上
下
院
を
通
過
し
た
（
大
統

領
は
六
月
に
署
名
し
、
成
立
し
た
）。
新
法
は
調
査
や
制
裁
を
可
能

と
し
て
お
り
、
圧
力
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
七
月
上
旬
、
自
治
区
ト
ッ
プ
ら
高
官
四
名
へ
の
マ
グ
ニ
ツ
キ
ー
法

に
基
づ
く
制
裁
が
発
表
さ
れ
た
）。

　

チ
ベ
ッ
ト
で
の
人
権
侵
害
に
関
連
す
る
法
案
も
議
会
に
上
程
さ
れ

て
い
る
が
、
七
月
に
は
米
国
人
の
チ
ベ
ッ
ト
入
境
を
妨
害
し
た
中
国

政
府
関
係
者
へ
の
査
証
制
限
に
つ
い
て
、
ポ
ン
ペ
オ
国
務
長
官
が
言

及
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
香
港
に
対
し
て
全
国
人
民
代
表
大
会
が
国
家
安
全
法
の
適

用
を
議
論
し
始
め
た
段
階
で
、
米
政
府
、
議
会
は
圧
力
行
使
を
試
み

た
。
国
家
安
全
法
の
施
行
に
よ
り
、
香
港
に
お
け
る
状
況
は
深
刻
な

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
米
政
府
、
議
会
は
一
体
と
な
っ
た
批
判
を
展

開
し
て
い
る
。
七
月
半
ば
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
香
港
自
治
法
案
に

署
名
し
た
。
さ
ら
に
香
港
の
自
治
が
す
で
に
損
な
わ
れ
た
と
し
て
、

防
疫
や
査
証
で
の
特
別
な
地
位
を
剥
奪
し
、
金
融
機
関
へ
の
二
次
制

裁
や
個
人
制
裁
も
可
能
に
す
る
大
統
領
令
を
出
し
て
い
る
。

③
戦
略
的
競
争
は
勢
い
を
維
持

　

過
去
二
年
以
上
に
わ
た
り
、
覇
権
維
持
を
念
頭
に
置
い
た
対
中
競

争
政
策
は
、
機
微
技
術
管
理
か
ら
輸
出
管
理
や
直
接
投
資
規
制
、
留
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学
生
政
策
の
見
直
し
、
中
国
製
品
の
調
達
先
か
ら
の
排
除
な
ど
を
手

段
と
し
て
展
開
し
て
き
た
。
勢
い
は
引
き
続
き
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　

今
世
紀
の
産
業
に
と
っ
て
の
「
石
油
」
と
も
い
わ
れ
る
半
導
体
は
、

科
学
技
術
の
優
位
を
保
つ
た
め
に
基
盤
的
な
役
割
を
果
た
す
。
こ
れ

ま
で
中
国
は
内
製
化
を
進
め
よ
う
と
し
て
き
た
が
、
米
政
府
は
最
先

端
の
露
光
装
置
を
持
つ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｌ
社
（
オ
ラ
ン
ダ
）
に
対
中
輸
出
を

取
り
や
め
る
よ
う
に
圧
力
を
か
け
、
本
年
五
月
に
は
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ

社
と
関
連
企
業
を
標
的
と
し
た
新
し
い
輸
出
管
理
を
公
示
し
、
半
導

体
受
託
生
産
最
大
手
の
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
社
（
台
湾
）
の
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
社

向
け
生
産
を
実
質
的
に
不
可
能
に
し
た
。

　

半
導
体
設
計
に
必
要
な
Ｅ
Ｄ
Ａ
ツ
ー
ル
は
米
企
業
に
よ
る
寡
占
に

あ
る
が
、
こ
れ
も
対
象
に
さ
れ
た
。
他
方
で
、
米
国
の
競
争
力
を
高

め
る
た
め
、
国
内
の
半
導
体
産
業
へ
の
大
規
模
補
助
金
拠
出
案
も
議

会
に
は
存
在
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
同
時
期
に
、
ハ
ル
ビ
ン
工
業
大
学
、
ハ
ル
ビ
ン
工
程
大
学

な
ど
人
民
解
放
軍
と
関
係
が
近
い
と
み
ら
れ
る
主
要
な
工
業
大
学
が

Ｅ
Ｌ
に
掲
載
さ
れ
た
。
米
国
産
の
研
究
装
置
な
ど
が
入
手
で
き
な
く

な
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
機
関
で
は
先
端
分
野
の
研
究
が
困
難
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

科
学
・
技
術
の
成
果
流
出
へ
の
対
策
も
進
ん
で
お
り
、
ア
メ
リ
カ

国
立
衛
生
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
研
究
費
管
理
強

化
に
加
え
、
連
邦
捜
査
局
（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）
に
よ
る
捜
査
は
レ
イ
長
官
の

証
言
に
よ
る
と
二
〇
〇
〇
件
に
の
ぼ
る
と
さ
れ
る
。
な
お
レ
イ
長
官

は
、
最
近
中
国
に
関
す
る
講
演
も
し
て
お
り
、
技
術
流
出
に
加
え
、

個
人
情
報
の
大
量
流
出
、
ス
パ
イ
行
為
、
政
治
工
作
に
も
強
い
調
子

で
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。

　

香
港
に
関
し
て
米
中
の
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
た
五
月
末
に
、
ト
ラ

ン
プ
政
権
は
人
民
解
放
軍
と
つ
な
が
り
が
疑
わ
れ
る
留
学
生
に
対
す

る
査
証
を
見
直
す
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
影
響
を
受
け
る
学
生
数

は
中
国
大
陸
か
ら
の
留
学
生
の
数
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
も
言
わ
れ
、

機
微
技
術
の
保
護
に
か
か
わ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
る
と
さ
れ
た
。

　

南
シ
ナ
海
に
関
し
て
、
ポ
ン
ペ
オ
国
務
長
官
は
七
月
半
ば
、
中
国

の
領
有
権
に
関
わ
る
主
張
を
否
定
し
て
み
せ
た
。
異
例
の
対
応
の
背

景
に
、東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
影
響
力
確
保
へ
の
意
欲
を
感
じ
さ
せ
る
。

な
お
、
中
国
は
南
シ
ナ
海
だ
け
で
な
く
、
台
湾
周
辺
で
の
軍
事
活
動

を
今
年
に
入
り
活
発
化
さ
せ
て
い
る
。
呼
応
す
る
よ
う
に
米
軍
の
活

動
も
増
加
し
て
お
り
、
注
視
が
必
要
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

米
中
対
立
が
前
提
と
な
る
世
界
に

　

今
後
の
米
中
対
立
は
ど
の
よ
う
に
進
展
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

残
り
半
年
と
な
っ
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
第
一
期
に
お
い
て
、
米
中
関

係
の
重
要
な
接
点
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
依
然
と
し
て
貿
易
協
議
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に
お
け
る
第
一
段
階
合
意
の
履
行
だ
。
香
港
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
な

か
で
ホ
ノ
ル
ル
に
て
急
遽
開
催
さ
れ
た
ポ
ン
ペ
オ
国
務
長
官
と
楊
潔

篪
国
務
委
員
の
会
談
で
も
、
中
国
側
は
合
意
に
含
ま
れ
る
穀
物
購

入
を
カ
ー
ド
に
使
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
テ
レ
ビ
で
「（
第
一
段
階
は
）

終
わ
っ
た
」
と
ナ
バ
ロ
大
統
領
補
佐
官
が
発
言
し
た
直
後
に
は
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
は
そ
れ
を
打
ち
消
す
よ
う
に
、
中
国
と
の
合
意
継
続

を
主
張
す
る
ツ
イ
ー
ト
を
投
稿
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
以
外
を
見
回
す
と
、
ア
メ
リ
カ
側
の

対
中
不
信
の
高
ま
り
の
影
響
は
大
き
い
。従
前
か
ら
中
国
と
の
競
争
、

さ
ら
に
は
対
決
を
提
唱
し
て
き
た
者
た
ち
を
超
え
て
対
中
強
硬
策
へ

の
支
持
基
盤
が
広
が
っ
て
お
り
、
政
治
化
は
や
ま
な
い
だ
ろ
う
。
中

国
政
府
も
、
よ
り
闘
争
的
な
外
交
を
展
開
し
、
長
期
的
な
対
立
に
備

え
る
素
振
り
を
見
せ
る
な
か
、
米
中
政
府
の
間
で
信
頼
が
回
復
さ
れ

る
こ
と
は
当
面
厳
し
い
。

　

五
月
に
は
「
中
華
人
民
共
和
国
に
対
す
る
戦
略
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」

と
題
さ
れ
た
文
書
が
公
表
さ
れ
た
。
二
〇
一
九
年
度
国
防
授
権
法
で

義
務
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
大
枠
に
新
味
は
乏
し
い
が
、
宗
教
の
自
由

に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
内
容
が
み
ら
れ
、
ま
た
台
湾
へ
の
武
器
売
却

を
継
続
す
る
こ
と
に
強
い
意
欲
を
示
し
て
い
る
。
体
制
変
革
を
政
策

目
標
と
し
て
は
否
定
し
て
み
せ
る
も
の
の
、
か
な
り
対
決
色
の
強
い

ト
ー
ン
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

両
国
の
社
会
経
済
関
係
の
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
（
分
離
）
も
、
そ
れ

の
意
味
す
る
経
済
的
コ
ス
ト
へ
の
配
慮
か
ら
言
葉
と
し
て
は
用
い
ら

れ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
両
政
府
と
も
そ
れ
に
備
え
る
よ
う
に
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
見
直
し
、
ま
た
相
手
国
製
品
へ
の
依
存
を
下
げ
る

よ
う
に
動
い
て
い
る
。
何
が
機
微
技
術
か
の
線
引
き
は
、
特
に
研
究

段
階
で
は
容
易
で
は
な
い
が
、安
全
保
障
の
概
念
が
拡
大
す
る
な
か
、

米
国
は
自
ら
の
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
に
、
前
の
め
り
に
線
を
引

い
て
く
る
と
考
え
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
。

　

米
中
関
係
が
「
新
冷
戦
」
に
入
っ
た
と
の
表
現
が
み
ら
れ
る
。
言

葉
そ
の
も
の
が
米
国
で
は
す
で
に
党
派
対
立
の
争
点
に
な
り
つ
つ
あ

る
た
め
、
あ
え
て
用
い
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
体
制
間
競

争
に
入
っ
て
い
る
と
ま
で
考
え
る
も
の
は
米
国
で
も
少
な
い
。
た
だ

し
、
米
国
に
お
い
て
中
国
の
政
治
体
制
へ
の
違
和
感
、
そ
し
て
不
信

を
強
め
、
そ
れ
と
折
り
合
う
こ
と
の
難
し
さ
を
前
提
に
し
た
政
策
が

支
配
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
は
間
違
い
が
な
い
。
そ
し
て
、
政
治
体

制
を
原
因
に
し
て
い
る
以
上
、
米
中
の
緊
張
に
当
面
出
口
は
見
え
な

い
こ
と
に
な
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
の
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
、
ト
マ
ス
・

フ
リ
ー
ド
マ
ン
が
巧
み
に
表
現
す
る
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

な
か
で
米
中
が
た
め
ら
う
こ
と
な
く
経
済
関
係
を
接
合
で
き
た

（coupling

）
時
代
は
も
う
戻
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
が
続
い
た
と
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し
て
も
常
に
制
約
の
下
に
あ
る
時
代
に
突
入
し
た
と
考
え
る
べ
き

な
の
だ
ろ
う
。（T

hom
as Freedm

an, 

“China and A
m

erica 
A

re H
eading T

ow
ard D

ivorce

”, T
he N

ew
Y

ork T
im

es, 
23 of June, 2020.

）

日
本
に
求
め
ら
れ
る
秩
序
観

　

来
年
以
降
を
見
通
し
て
も
、
米
中
の
緊
張
が
解
け
る
こ
と
は
あ
ま

り
な
さ
そ
う
だ
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
二
期
目
と
な
る
場
合
、
対
中
交
渉

を
牽
引
し
て
き
た
グ
ル
ー
プ
が
引
き
続
き
一
定
の
影
響
力
を
維
持
で

き
る
か
は
疑
わ
し
い
。

　

他
方
で
バ
イ
デ
ン
政
権
が
実
現
し
て
も
、
最
先
端
技
術
に
お
け
る

競
争
や
中
国
の
政
治
体
制
、
人
権
問
題
へ
の
問
題
意
識
は
お
お
む
ね

共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
民
主
党
の
考
え
に
お
い
て
中
国
と
の
競

争
を
進
め
る
政
策
手
法
や
課
題
の
優
先
順
位
は
異
な
る
。
同
盟
国
と

の
協
調
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
活
用
を
対
中
ア
プ
ロ
ー
チ
の

重
要
な
柱
と
み
な
す
論
者
が
多
い
。

　

想
像
力
を
働
か
せ
て
異
な
る
展
開
を
考
え
て
み
る
と
、
バ
イ
デ
ン

政
権
は
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
の
違
い
を
示
す
た
め
に
も
、
ま
た
習
近
平

政
権
二
期
目
の
終
わ
り
に
あ
た
る
二
〇
二
二
年
ま
で
状
況
を
制
御
し

た
い
中
国
の
求
め
に
応
じ
て
、
外
交
を
通
じ
て
事
態
の
安
定
を
図
る

か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
長
期
的
に
見
れ
ば
、
党
派
を
問
わ
ず
、
ア

メ
リ
カ
の
大
戦
略
、
す
な
わ
ち
世
界
と
の
か
か
わ
り
方
が
見
直
さ
れ

覇
権
に
固
執
し
な
く
な
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
信
頼
で
き
る
相
手
で
な
く

と
も
米
中
共
存
に
向
け
た
宥
和
的
な
政
策
が
現
れ
る
理
論
的
な
可
能

性
は
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
は
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
に
す

ぎ
ず
、
特
に
後
者
は
ア
メ
リ
カ
の
経
済
社
会
情
勢
が
根
底
か
ら
変
わ

ら
な
け
れ
ば
実
現
し
な
い
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
考
え
て
お
く
べ
き
は
、
米
中
対
立
が
定
着
し
た
と
き
、
果

た
し
て
「
西
側
」
が
団
結
で
き
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
国
際

社
会
を
広
く
見
回
し
た
と
き
、
今
が
リ
ベ
ラ
ル
民
主
主
義
の
後
退
を

食
い
止
め
ら
れ
る
か
の
岐
路
で
あ
る
と
の
問
題
意
識
は
先
進
国
で
広

く
共
有
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
政
策
手
法
は
自
国
優
先
の
経
済
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
、
同
盟
国
へ
の
恫
喝
も
辞
さ
な
い
取
引
主
義
に
い
ま
だ
根
ざ

し
て
お
り
、
国
内
の
政
治
混
乱
に
よ
っ
て
世
界
に
対
す
る
モ
ラ
ル

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
さ
え
も
が
弱
ま
っ
て
い
る
。こ
の
状
況
が
続
け
ば
、

牽
引
力
を
失
っ
た
国
際
秩
序
が
混
沌
の
な
か
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
に
は
他
の
先
進
国
と
と
も
に
国
際
ル
ー
ル
の

形
成
を
導
く
役
割
が
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
イ
ン
ド
太

平
洋
か
ら
世
界
へ
と
、
自
由
で
開
か
れ
た
世
界
を
目
指
す
と
い
う
秩

序
観
の
上
に
結
束
を
実
現
し
て
い
く
責
任
が
あ
る
。
●




